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特集トリチウムのはなし

●

ト
リ
チ
ウ
ム
の
健
廉
被
害
に
つ
い
て

水
素
と
し
て
細
胞
の
核
に
取
り
込
ま
れ
る

北
濃
連
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
空
　
西
尾
　
正
道
き
ん

世
界
各
地
の
農
薬
や
核
処
理
施
鰹
の
局

辺
地
域
で
は
事
故
が
起
こ
っ
て
い
な
く
て

も
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
健
震
被
さ
が
報

害
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
真
因
は
ト
リ
チ
ウ

ム
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
ト
リ
チ
ウ

ム
を
大
量
に
放
出
す
る
カ
ナ
ダ
の
菖
水
を

用
い
る
C
A
N
D
U
原
子
楯
で
は
、
稼
働

後
は
小
児
白
血
病
や
ダ
ウ
ン
症
や
新
生
児

死
亡
の
増
加
が
あ
り
、
住
民
の
実
感
と
し

て
同
意
と
な
っ
た
。
日
本
で
も
ト
リ
チ
ウ

ム
を
大
量
は
放
出
す
る
加
圧
水
型
扇
子
炉

で
あ
る
玄
海
罵
発
や
泊
農
業
で
は
、
間
ら

か
な
健
廉
被
さ
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い

ます。ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
薬
の
同
位
体
で
、
化

学
的
憧
貫
は
響
遍
の
水
素
と
同
一
で
す

が
、
β
（
ベ
ー
タ
）
劇
壇
し
て
低
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
β
線
を
出
し
て
ヘ
リ
ウ
ム
3

衛
）
に
変
わ
り
ま
す
。
β
線
の
最
大
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
1
8
・
6
増
平
培
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
5
・
1
脚
、
物
理
学
的
半
減
期
は
十

二
・
一
二
年
で
、
体
内
で
の
飛
程
は
0
・
飢

Ⅲ
（
1
0
伽
）
ほ
ど
で
す
。
こ
の
た
め
康
子

力
政
策
を
推
進
す
る
人
た
ち
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
い
の
で
心
配
な
い
と
そ
の
深
刻

さ
を
堕
蔽
し
、
滝
に
垂
れ
流
し
て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
ま
た
気
体
と
し
て
体

内
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
代

議
の
過
程
で
尿
や
汗
と
し
て
体
外
に
排
出

さ
れ
ま
す
が
、
問
題
な
の
は
、
体
内
で
は

水
素
と
し
て
重
要
な
化
合
物
で
あ
る
蛋
白

質
、
糖
、
脂
肪
な
ど
の
有
機
物
に
も
結

合
し
、
化
学
構
造
式
の
中
に
組
み
込
ま

れ
、
有
機
縮
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
8
雪
‥

言
琶
i
c
≡
y
 
g
書
手
三
雪
）
と
な

り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
水
と
は
異
な
っ
た
挙
動

を
と
る
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
は
一
般
に

排
泄
が
遅
く
、
体
内
に
長
く
留
ま
り
ま
す
。

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
核
融
合

が
注
目
さ
れ
、
盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ
て

い
た
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
は
、
ト
リ

チ
ウ
ム
が
染
色
体
異
鷺
を
起
こ
す
こ
と

や
、
母
乳
を
遷
し
て
子
ど
も
に
残
留
す
る

こ
と
が
動
物
実
験
で
報
告
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
二
〇
〇
三
年
三
月
止
　
小
葉

昌
俊
氏
（
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
者
）
と
震
谷

川
棄
民
（
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
賃
受
後
者
）

が
連
名
で
当
時
の
総
理
大
臣
小
泉
純
一
購

宛
て
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
燃
料
と
す
る
骸

融
合
炉
は
、
安
全
性
と
纏
境
汚
染
性
か
ら

見
て
、
極
め
て
危
険
で
あ
り
中
止
す
る
よ

う
置
聖
霊
を
出
し
て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
が
深
刻
な
の
は
、
水
素
と

し
て
細
胞
の
核
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
核
の
中
に
あ
る
D
N

A
（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
を
構
成
し
て

い
る
四
つ
の
纏
基
（
ア
デ
ニ
ン
、
シ
ト
シ

ン
、
グ
ア
ニ
ン
、
チ
ミ
ン
）
は
水
素
結
合

力
で
つ
な
が
り
、
二
重
原
拠
構
造
を
形
成

し
遺
伝
情
報
を
含
ん
で
い
ま
す
。
轄
合
さ

せ
て
い
る
水
素
が
β
糠
を
出
す
ト
リ
チ
ウ

ム
だ
っ
た
ら
、
遺
伝
調
報
を
持
つ
最
も
基

本
的
な
D
N
A
は
放
射
線
が
当
た
り
、
ま

た
四
つ
の
櫨
薯
を
つ
な
い
で
い
る
水
素
縮

合
は
破
綻
し
ま
す
。
そ
し
て
ト
リ
チ
ウ
ム

が
ヘ
リ
ウ
ム
3
に
元
素
変
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
鰻
重
の
本
来
の
化
学
構
造
式
も
変

化
し
ま
す
。

こ
う
し
た
有
機
縮
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の

存
在
を
若
鳥
す
れ
ば
、
政
府
や
御
用
手
書

は
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低

く
人
体
影
喜
ば
な
い
」
と
安
全
神
話
を
振

り
ま
い
て
い
ま
す
が
、
大
ウ
ソ
な
の
で
す
。

（寄柵）


